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熱
中
症
や
異
常
気
象
対
策
と
し
、
延

暦
寺
会
館
で
「
平
和
の
式
典
」
を
、
世

界
宗
教
者
平
和
の
祈
り
記
念
碑
前
広
場

で
「
平
和
の
祈
り
」
を
実
施
。
通
常
開

催
で
は
初
の
二
部
制
を
採
っ
た
。

式
典
は
、
延
暦
寺
会
館
で
13
時
か
ら

こ
れ
ま
で
の
歴
史
を
振
り
返
る
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
映
像
で
開
式
。
阿
部
昌
宏
天
台

宗
宗
務
総
長
の
挨
拶
に
続
い
て
、「
平
和

へ
の
道

－－

未
来
へ
向
け
て

－－

」
が
始

ま
っ
た
。

登
壇
し
た
の
は
、
教
派
神
道
連
合
会

か
ら
理
事
長
の
宍
野
史
生
神
道
扶
桑
教

管
長
、
全
日
本
仏
教
会
か
ら
副
会
長
の

五
條
良
知
金
峯
山
修
験
本
宗
管
長
、
日

本
キ
リ
ス
ト
教
連
合
会
は
委
員
長
の
土

屋
潔
日
本
ア
ッ
セ
ン
ブ
リ
ー
ズ
・
オ

ブ
・
ゴ
ッ
ド
教
団
理
事
長
、
神
社
本
庁

は
田
中
恆
清
総
長
、
新
日
本
宗
教
団
体

連
合
会
は
常
務
理
事
の
宮
本
惠
司
妙
智

會
教
団
法
嗣
、
そ
し
て
日
本
ム
ス
リ
ム

協
会
よ
り
佐
藤
裕
一
副
会
長
の
6
人
が

順
に
そ
れ
ぞ
れ
の
教
義
に
則
り
祈
り
を

捧
げ
、
宗
教
間
対
話
と
平
和
へ
の
取
り

組
み
の
展
望
に
つ
い
て
語
ら
れ
た
。

続
い
て
、
パ
ロ
ッ
プ
・
タ
イ
ア
リ
ー

世
界
仏
教
徒
連
盟
会
長
、
ミ
ゲ
ル
・
ア

ン
ヘ
ル
・
ア
ユ
ソ
・
ギ
ク
ソ
ッ
ト
ロ
ー

マ
教
皇
庁
諸
宗
教
対
話
省
長
官
か
ら
の

平
和
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
披
露
さ
れ
た
。

ま
た
参
加
者
一
同
か
ら
賛
同
を
得

て
、
記
念
品
相
当
額
が
公
益
財
団
法
人

日
本
ユ
ニ
セ
フ
協
会
に
寄
託
さ
れ
、
早

水
研
専
務
理
事
に
目
録
が
手
渡
さ
れ

た
。続

い
て
、
屋
外
の
世
界
宗
教
者
平

和
の
祈
り
記
念
碑
前
広
場
に
会
場
を
移

し
、15
時
20
分
に
再
開
。次
代
を
担
う
宗

教
者
を
代
表
し
て
新
日
本
宗
教
団
体
連

合
会
か
ら
宮
本
泰
克
さ
ん
、
教
派
神
道

連
合
会
か
ら
北
川
真
喜
子
さ
ん
の
2
名

が
登
壇
し
、
初
回
に
発
信
さ
れ
た
『
比

叡
山
メ
ッ
セ
ー
ジ
』
を
朗
読
。
先
人
ら

が
込
め
た
平
和
へ
の
想
い
や
比
叡
山
宗

教
サ
ミ
ッ
ト
の
精
神
を
確
認
し
た
。

そ
し
て
15
時
半
に
は
大
樹
孝
啓
天

台
座
主
猊
下
ら
9
人
の
教
宗
派
代
表
者

が
登
壇
し
、
文
殊
楼
横
に
あ
る
「
世
界

平
和
の
鐘
」
の
音
に
合
わ
せ
、
会
場
全

員
で
一
分
間
の
黙
祷
を
捧
げ
た
。

挨
拶
さ
れ
た
大
樹
座
主
猊
下
は
「
我

欲
の
暴
走
、
憎
悪
と
暴
力
の
連
鎖
を
断

ち
切
り
、
協
働
と
調
和
の
力
で
慈
悲
の

心
を
未
来
へ
向
け
て
育
ま
ね
ば
な
ら
な

い
」
と
力
強
く
呼
び
か
け
ら
れ
た
。

最
後
は
水
尾
寂
芳
延
暦
寺
執
行
が

閉
式
の
辞
を
述
べ
、
平
和
へ
の
祈
り
と

行
動
を
続
け
る
こ
と
を
誓
い
合
い
な
が

ら
閉
会
し
た
。

当
た
り
前
の
話
だ

が
、
風
が
吹
く
と
い
う

こ
と
は
、
空
気
が
移
動

す
る
こ
と
で
あ
る
。
太

陽
に
よ
っ
て
暖
め
ら
れ

た
空
気
は
、
膨
ら
ん
で

上
昇
し
、
空
の
上
の
方

で
は
冷
や
さ
れ
て
縮
ん

だ
空
気
は
重
た
く
な
っ
て
下
降
す

る
。
す
る
と
上
昇
し
て
移
動
し
た

空
気
や
下
降
し
た
空
気
の
あ
と

に
、
周
り
の
別
の
空
気
が
流
れ
込

む
。
そ
れ
が
風
で
あ
る
▼
実
際
に

は
も
っ
と
複
雑
な
要
因
で
様
々
な

「
風
」
が
起
き
る
の
だ
が
、基
本
的

に
は
そ
う
い
う
こ
と
で
あ
る
。
風

は
目
に
見
え
な
い
が
、
木
々
の
ざ

わ
め
き
や
青
々
と
し
た
稲
が
揺
れ

動
く
様
が
風
の
存
在
を
知
ら
し
め

て
く
れ
る
。「
秋
来
ぬ
と
目
に
は

さ
や
か
に
見
え
ね
ど
も
風
の
音
に

ぞ
お
ど
ろ
か
れ
ぬ
る
」
と
古
今
和

歌
集
に
あ
る
。
秋
が
来
た
の
は
、

目
に
は
は
っ
き
り
と
は
見
え
な
い

が
、
風
の
音
に
ハ
ッ
と
気
づ
か
さ

れ
た
、
と
い
う
内
容
だ
が
、
風
の

持
つ
や
さ
し
さ
が
偲
ば
れ
る
和
歌

で
あ
る
▼
と
は
い
え
、
こ
ん
な
心

地
よ
い
風
ば
か
り
で
は
な
い
。
危

険
な
風
も
あ
る
。
台
風
襲
来
時
の

暴
風
な
ど
は
歓
迎
で
き
な
い
筆
頭

で
あ
る
。
毎
年
の
襲
来
と
い
う
宿

命
か
ら
逃
れ
る
す
べ
も
な
い
だ
け

に
、
な
ん
と
か
被
害
の
少
な
い
こ

と
を
祈
る
だ
け
で
あ
る
▼
し
か

し
、台
風
に
限
ら
ず
こ
こ
数
年
来
、

狭
い
範
囲
で
集
中
的
に
風
雨
に
よ

る
大
被
害
が
起
き
て
い
る
。
線
状

降
水
帯
と
い
う
耳
新
し
い
言
葉
も

登
場
し
た
。
風
も
雨
も
な
く
て
は

困
る
も
の
だ
が
、
今
日
の
被
害
の

増
大
化
は
、
そ
の
自
然
の
営
み
を

崩
し
つ
つ
あ
る
人
間
が
甘
受
す

べ
き
災
い
と
な
っ
て
い
る
よ
う

で
あ
る
。

比叡山宗教サミット36周年比叡山宗教サミット36周年

「世界平和祈りの集い」「世界平和祈りの集い」

　
比
叡
山
宗
教
サ
ミ
ッ
ト
36
周
年
「
世
界
平
和
祈
り
の
集
い
」
が
8

月
4
日
、
比
叡
山
で
開
催
さ
れ
た
。
6
団
体
の
宗
教
代
表
者
が
「
平

和
へ
の
道
ー
未
来
へ
向
け
て
ー
」
と
題
し
て
決
意
を
語
り
、
出
席
し

た
約
4
5
0
名
の
宗
教
者
ら
が
人
類
の
安
寧
と
世
界
平
和
へ
祈
り
を

捧
げ
た
。
式
典
の
模
様
は
動
画
配
信
サ
イ
ト
を
通
じ
て
全
世
界
に
中

継
さ
れ
た
。（
3
・
4
・
5
面
に
関
連
記
事
）

各教宗派代表登壇のもと、「平和の鐘」が響くなか参加者全員が平和を祈った
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極微
ご く み

米
国
ハ
ワ
イ
州
に
お
け
る
山
火
事
被
害
に
よ
り
︑

亡
く
な
ら
れ
た
方
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
︑
被
災
さ

れ
た
方
々
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
︒

天
　
　
　
　
台
　
　
　
　
宗

一
隅
を
照
ら
す
運
動
総
本
部

令和 5（2023）年 9月 1日 金曜日
（毎月 1日発行） 1 部 50 円（消費税込・送料別）


